
府
中
市
議
会
公
明
党

　

平
成
14
年
度
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
の
事
業
展
開
を
し
た
年
で
あ

る
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
府
中
の
森
芸
術
劇
場
等

の
駐
車
場
使
用
料
や
校
庭
の
夜
間
照
明

の
有
料
化
等
の
取
組
み
も
進
め
ら
れ
、

積
極
的
な
財
源
確
保
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
28
の
新
規
事
業
が
実
施
さ
れ
、

中
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

及
び
緑
化
担
当
市
政
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

設
置
、
中
央
図
書
館
あ
り
方
検
討
協
議

会
等
の
設
置
は
、
文
化
、
教
育
、
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ

り
評
価
す
る
。

　

今
後
も
、
市
民
や
議
会
と
協
働
の
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
の
結
集
を
図
ら
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望
し
、
本
年
度
決
算
に
賛
成

す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

平
成
14
年
度
は
、﹁
安
心
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
は
じ

め
と
し
た
４
つ
の
柱
を
基
本
に
、
各
施

策
が
実
施
さ
れ
た
年
と
評
価
す
る
。

　

各
種
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
子
育
て
家
庭
の
負
担
を
軽
減

す
る
な
ど
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画

の
拡
大
や
青
少
年
の
健
全
育
成
、
国
際

化
と
都
市
間
交
流
の
推
進
な
ど
、
多
方

面
に
わ
た
り
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

　

平
成
14
年
度
の
予
算
執
行
状
況
は
、

各
項
目
で
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
、
多
く

の
市
民
の
要
望
を
少
し
で
も
実
現
さ
せ

よ
う
と
い
う
努
力
が
見
ら
れ
、
そ
の
実

績
を
高
く
評
価
し
、
本
年
度
決
算
に
賛

成
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

平
成
14
年
度
は
、
国
の
構
造
改
革
に

よ
る
痛
み
が
、
国
民
各
層
に
広
が
っ
た

年
で
あ
っ
た
。

　

市
内
で
も
、
給
与
所
得
の
減
少
や
所

得
格
差
の
拡
大
な
ど
、
年
々
、
市
民
の

暮
ら
し
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
は
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
廃
止
、
敬
老
金

の
見
直
し
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
施
策
の

縮
小
な
ど
、
財
政
危
機
を
理
由
に
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
府
中
市
財
政
は
も
と
も
と

危
機
と
言
え
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い

と
思
う
。

　

民
間
と
行
政
の
仕
事
を
単
純
に
コ
ス

ト
の
面
か
ら
比
較
し
、
民
間
委
託
化
を

論
じ
る
の
は
短
絡
的
と
考
え
る
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
へ
の
転

換
を
求
め
、
本
年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

平
成
14
年
度
は
、
不
況
に
よ
る
リ
ス

ト
ラ
や
失
業
率
の
悪
化
に
よ
り
、
日
常

生
活
へ
の
不
安
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
中
、

市
は
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
に
対
し
て
、
一
般
会
計
か

ら
の
支
出
を
行
う
な
ど
、
一
般
会
計
へ

の
負
担
を
生
み
出
し
た
。

　

ま
た
、
榊
原
記
念
病
院
は
、
診
療
科

目
と
そ
の
内
容
か
ら
、
本
当
に
市
民
が

待
ち
望
ん
だ
地
域
密
着
型
の
病
院
に
な

る
の
か
、
多
く
の
疑
問
が
残
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
個
人
情
報
流
出
の

心
配
や
、
本
当
に
市
民
に
と
っ
て
便
利

に
な
る
の
か
な
ど
疑
問
も
多
い
中
、
十

分
な
議
論
が
な
い
ま
ま
本
格
稼
動
へ
の

準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
主
な
理
由
に
よ
り
、
本
年
度

決
算
に
反
対
す
る
。

委
員　

市
税
の
不
納
欠
損

額
が
総
額
で
３
億
８
３
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
主
な
理
由
と
、

今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
者

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

納
税
課
長　

不
納
欠
損
が

倍
増
し
て
い
る
主
な
理
由
は
、
企
業
の
倒

産
１
件
の
み
で
全
体
の
67
・
９
％
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
今
後
の
推
移
見
込
み
は
、

不
良
化
し
た
税
債
権
を
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
で
増
え

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　

滞
納
者
の
対
策
は
、
差
押
え
処
分
等
の

滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と
が
、
税
収
確
保

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

更
に
悪
質
な
場
合
は
、
換
価
処
分
等
を

し
て
税
に
配
当
す
る
。

委
員　

平
成
14
年
度
か
ら
市
の
３
施
設
の

駐
車
場
が
有
料
化
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
各
施
設
の
収
入
額
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
有
料
化
前
と
比
べ
て
、
車
で
の
利

用
者
の
推
移
は
。

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長　

府
中
の
森
芸

術
劇
場
の
駐
車
場
は
７
６
９
万
５
０
０
０

円
で
、
駐
車
台
数
は
、
あ
ま
り
変
化
し
て

い
な
い
。

住
宅
勤
労
課
長　

府
中
の
森
市
民
聖
苑
は
、

２
０
７
万
１
７
０
０
円
で
、
有
料
化
前
は
、

入
庫
計
数
の
機
械
を
設
置
し
て
い
な
い
た

め
、
駐
車
台
数
の
統
計
は
な
い
。
駐
車
場

の
満
車
日
数
は
増
え
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

４
５
５
万
２
０
０
０
円
で
、
駐
車
台
数
は

減
っ
て
い
る
。

委
員　

平
成
14
年

度
に
、
新
た
に
再

任
用
制
度
が
始
ま

っ
た
。
定
年
を
迎

え
た
職
員
が
、
市

役
所
の
中
で
、
今

後
ま
す
ま
す
知
識

や
様
々
な
技
術
を

活
用
し
て
い
く
こ

と
は
、
効
果
の
あ

る
こ
と
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
再
任
用
制
度
の
成
果

と
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
部
次
長　

再
任
用
制
度
は
、

高
齢
者
の
知
識
や
経
験
を
公
務
職

場
に
活
か
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
新

た
に
導
入
さ
れ
た
。

　

平
成
13
年
度
の
退
職
者
は
55
名

で
、
そ
の
う
ち
、
平
成
14
年
度
再

任
用
職
員
は
25
名
で
あ
っ
た
。

　

退
職
者
全
員
を
新
規
採
用
し
た

場
合
と
比
較
し
て
、
人
件
費
で
お

よ
そ
１
億
２
９
０
０
万
円
ほ
ど
の

削
減
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

委
員　

ご
み
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
施
策
が
、

展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
平
成
14
年
度

の
不
燃
物
、
可
燃

物
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
平
成
14
年
度
の
再
生

自
転
車
の
実
績
は
、
６
４
０
台
で
、

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
再
生
で
き
な

か
っ
た
自
転
車
は
、
ど
う
し
て
い

る
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
課
長　

リ
サ
イ
ク
ル

率
は
、
26
・
４
％
で
あ
る
。

地
域
安
全
対
策
課
長
補
佐　

再
生

自
転
車
は
、
市
民
の
要
望
が
多
く
、

今
後
も
、
再
生
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
再
生
利
用
が
で
き
な
か

っ
た
自
転
車
の
内
、
３
０
０
台
を

海
外
に
出
し
、
残
り
は
、
プ
レ
ス

処
分
を
し
て
い
る
。

委
員　

平
成
14
年
度
に
新
た
に
始

ま
っ
た
病
後
児
保
育
事
業
は
、
３

７
２
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、

71
人
の
登
録
が
あ
り
、
延
べ
26
人

が
利
用
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
実
績
に
関
し
て
、
市
の
評

価
と
課
題
を
聞
き
た
い
。

保
育
課
長　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
﹁
し
ら
と
り
﹂
で
新
た
に

開
始
し
た
病
後
児
保
育
事
業
は
、

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
児
童
を
、

一
時
的
に
預
か
る
も
の
で
あ
り
、

働
い
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

非
常
に
有
意
義
な
事
業
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　

課
題
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
遠

く
、
立
地
等
の
利
便
性
の
問
題
等

が
あ
る
が
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
て
、
更
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

委
員　

中
央
図
書
館
あ
り
方
検
討

協
議
会
の
提
言
が
昨
年
10
月
に
出

さ
れ
た
。

　

図
書
館
の
運
営
は
、
い
く
ら
施

設
が
立
派
で
も
成
り
立
た
な
い
。

市
民
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
期

待
し
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
検
討
協
議
会
の

提
言
を
今
後
ど
う
取
り
扱
っ
て
い

く
考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

図
書
館
長　

検
討
協
議
会
か
ら
は
、

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
に

つ
い
て
様
々
な
提
言
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
市
民
と
協
働
す
る
観

点
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協

働
事
業
の
取
組
み
の
提
言
が
あ
る

が
、
各
市
の
状
況
を
調
査
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
は
、
多
く
の
提
言
内
容
に

優
先
順
位
を
付
け
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市税の不納欠損

   主な理由と今後の見込みは

駐
車
場
の
有
料
化

　
　

各
施
設
の
収
入
額
は

再 任 用 制 度

　　その成果と考え方は

14 年 度 の

　　リサイクル率は

病
後
児
保
育
事
業

　

市
の
評
価
と
課
題
は

中
央
図
書
館
あ
り
方
検
討
協
議
会

　

        

提
言
後
の
市
の
取
組
み
は

平
成
14
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︵
２
・
３
ペ
ー
ジ
︶

▲平日は午後８時まで開館しています
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